
 

「ヒマラヤ “悪魔の谷” 人跡未踏の秘境に挑む」 

NHK 総合 7 月 30 日 （日） 21：00〜 放送予定 

 

ネパール第２の都市ポカラの背後に聳えるヒマラヤのアンナプルナ山群、その中央に位置す
る III 峰（7555m）と IV 峰（7525m）の間の大きく開けた谷とその直下のセティ川のゴル
ジュ帯は、これまで前人未踏の空白地帯であった。そこに挑んだクライマーと地質学者が見
たものとは？ 
 
想像を超える絶壁と滝の連続するゴルジュとの戦い、ヒマラヤ形成史の秘密のベールを剥ぐ
「超巨大山体崩壊」の姿を、迫力ある映像で紹介します。	
	

NHK エンタープライズ制作 

デイレクター：香川 史郎、 カメラマン：関裕一、中嶋健郎、石井邦彦、 音声：小林絢也 

現地コーディネーター：貫田宗男、 企画協力・取材協力：酒井治孝（京都大学名誉教授） 
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アンナプルナ⼭群の衛星画像（⿃瞰図）. アンナプルナIII 峰東⽅の⼭体崩壊によって形成された⾕と⼭体崩壊堆積物の位置を⽰す.
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